
 

 

■お客様の施工現場から■     屋根の棟瓦の取り直し/東国分 F 様邸 

今回、工事のご依頼を頂きましたこちらのお住まいは、築４５年、建坪２５坪の木造モルタル２

階建て瓦葺きの建物で、当方のホームページをご覧になられ、初めてお付き合いをさせて頂くこ

とになりました。そして、ご要望の改修内容をお聞きしましたところ、今迄、屋根瓦の修理や手

入れをされたことはなく、今後、もし、大きな地震や台風が発生した場合の不安があるため、屋

根廻りを調べてほしいとのことでした。そして、屋根全体を調べましたところ、鬼瓦、棟瓦、隅

瓦等のふき土や漆喰が広範囲にわたりくずれ掛かり、今にも剥がれ落ちそうな状態でした。 

このため、築年数も約４５年を経過しており、屋根瓦の下地板や防水紙も古く、耐久性を失って

おりましたので、全ての屋根瓦を撤去し軽い金属屋根への葺き替えをご提案させて頂きました。 

しかし、ご予算の都合もあり、今回は鬼瓦、棟瓦廻りの瓦の取り直しにて取りあえず工事を進め

させて頂くことになりました。そして、作業着手から２～３日にて工事を完了させて頂き、お客

様の不安も解消させれたことと思われます。 

 

■ひとり言■  こんにちは。エムエスホームの佐原です。いつもお世話になります。 

今年の梅雨入りは、ほぼ例年並みの６月上旬ではありましたが、その後、１ケ月半にわたる雨

日が続き、特に、今年は、屋根や外壁等の外廻りの工事のご依頼も多く、連日にわたる降雨の

ため作業はスムーズにはかどらず梅雨の終盤を迎えてまいりました。 

また、九州地方、特に熊本県の球磨川が氾濫し、５０名以上の方々の尊い命が奪われ、さらに、

全国各地にも集中豪雨による大きな爪痕を残しました。ここ数年、「何十年に一度」レベルの

災害が夏シーズンを狙い撃ちするかのように起きていて、地球全体の自然環境が急速に変化

しているように感じられ、早期の自然環境の保護と改善策が求められます。 

一方、気象庁の予報によりますと、関東甲信地方の梅雨明けの時期は、例年より１～２週間程

先になるとのことですが、梅雨明け後の猛暑による熱中症の発症に加え、コロナウイルスの感

染にも注意が必要となりますので、健康には十分に留意頂きこの夏をお過ごし頂ければ幸い

です。 
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■暮らしのたより■      雨にも太陽光にも強い人工デッキ！ 

アウトドア空間としても楽しめるウッドデッキ。雨風にも強く、傷みにくい素材を選べば、手間をかけ

ずに庭を有効活用できます。おしゃれな空間を演出してくれるウッドデッキはおしゃれなだけではな

く庭の活用の幅をぐっと広げてくれるアイテムです。 

もう一つのリビングとして食事やティ—タイムも楽しめますし、夏の夕涼みにももってこい。子供の

遊び場、ペットの遊び場としても活躍します。また、家の外だからこそ、バーべキューも煙やにおいを

気にせず思いっきり楽しめます。アウトドアならではの使い方ができるのも大きな魅力です。しかし、

雨風や紫外線にさらされるウッドデッキは、ささくれや腐敗を防ぐために、塗装などの定期的な手入

れが必要になります。メンテナンスが面倒と感じるなら、手入れが簡単な素材を選ぶとよいでしょう。

そこで最近人気なのが、手入れが簡単な人工木です。人工木とは、樹脂と木粉を混ぜて作られた素材

で、樹脂とはいえ、ぬくもりのある木の質感が特徴です。腐食に強く、耐候性、耐久性にも優れている

ので、定期的なメンテナンスは不要です。手触りも優しく、ささくれや割れがほとんど起こらないのも

メリットです。なかには、本物の木と見分けがつかないほどの質感のものもあります。 

屋外のウッドデッキでリラックスして過ごしたいとき、気になるのは外からの視線。通りや近隣から

の視線が気になる場合は、目隠しできるフェンスを取り入れるとよいでしょう。デッキに合わせて人

工木のフェンスを選べば、ナチュラルな雰囲気を損なわず、庭全体に統一感も生まれます。 

また、軽くて丈夫なアルミ製のフェンスもありますので、機会があれば人工デッキの設置 

を検討されてみては如何でしょうか？ 


